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１．はじめに 

当手順書では、固定資産管理システムの利用ＰＣを追加するために必要な手順を記載しています。 

２．用意するもの 

(1) 利用ＰＣ追加手順書(当手順書) 

(2) 起動ＵＲＬ 

(3) 企業グループID 

(4) 企業グループパスワード 

(5) ユーザID 

(6) ユーザパスワード 

 

３．利用開始の流れ 

(1) ブラウザのアドレスバーに起動ＵＲＬを入力して、固定資産管理システムのログイン画面にアクセ

スします。起動ＵＲＬは、「システム管理」のメニュー「11 セキュリティポリシー」の「企業グルー

プ認証情報」で確認できます。 

   

 

(2) ログイン画面にアクセスした後は、企業グループID、企業グループパスワード、ユーザID及びユーザ

パスワードを入力し、[ログイン]をクリックしてください。 

 

各ID、パスワード欄には下記で確認・設定したものを入力してください。各ID、パスワードが不明の

場合は、ログインできる他のパソコン・ユーザで確認等を行ってください。 

①企業グループID 

「システム管理」のメニュー「11 セキュリティポリシー」の「企業グループ認証情報」で確認し

たIDを入力します。 

②企業グループパスワード 

「システム管理」のメニュー「11 セキュリティポリシー」の「企業グループ認証情報」で設定し
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たパスワードを入力します。現在設定しているパスワードは、システムで確認できません。パスワー

ドを管理している担当者に確認してください。 

③ユーザID及びユーザパスワード 

「システム管理」のメニュー「14 ユーザ」で設定したID・パスワードを入力します。 

 

(3) ログイン後、メニュー画面が表示されます。 

   
 

(4) メニュー画面の[パソコンの事前設定]-[事前設定]をクリックし、「FAMDeployTool.msi」のダウンロ

ード及び実行を行ってください。 

 
①「FAMDeployTool.msi」を実行後、以下の画面が表示されます。「次へ」をクリックしてください。 
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②以下の画面が表示されます。「次へ」をクリックしてください。 

 
 

③以下の画面が表示されます。「次へ」をクリックしてください。 

   
 

④ユーザーアカウント制御の画面が表示された場合、「はい」をクリックしてください。 

 

⑤以下の画面が表示されます。「閉じる」をクリックしてください。 
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【ご注意】Google Chrome 等で起動した場合に表示されるメッセージについて 

上記(4)の事前設定を行う前に、Google Chrome 等でシステムを起動した場合、下記のメッセージ等が

表示される場合があります。その場合、メニュー画面の[パソコンの事前設定]-[事前設定]をクリックし、

「FAMDeployTool.msi」のダウンロード及び実行を行ってください。 

 
 

 

(5) メニュー画面で「固定資産管理システム」をクリックし、以下の画面が表示されたら、利用ＰＣ追加

手順は完了です。 

 
 

(6) 起動時に下記のメッセージ(※)が表示された場合は、[はい]をクリックして申請してください。 

 
システム管理者（「システム管理」のメニュー「15 利用ＰＣの決裁」の更新権限を持つユーザ）

は、メニュー「15 利用ＰＣの決裁」で当該ＰＣの利用承認を行ってください。利用承認されるまで

は、当該ＰＣで固定資産管理システムを利用することはできません。 

 

(※)当メッセージは以下の３つの条件を満たす場合、システム起動時に表示されます。 

①「システム管理」のメニュー「11 セキュリティポリシー」の「ＰＣにより当システムの利用

を制限する」にチェックが付いている 

②メニュー「15 利用ＰＣの承認」の更新権限がないユーザでログイン 

③当システムの利用が未承認のＰＣで、当システムを起動 

４．注意事項 

(1) ログオンユーザの権限に関するご注意 
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①クライアントパソコン設定の実行には管理者権限が必要となります。 

②固定資産管理システムの版数毎の初回ダウンロードの実行には管理者権限が必要となります。 

③上記の①・②以外はユーザ権限でご利用いただけます。 

 

５．ファイアウォールの設定について 

固定資産管理システムを利用するためには、ファイアウォールソフトおよびファイアウォール機

器等で固定資産管理システムの通信を許可する必要があります。貴社のシステム担当者に以下の設

定となっていることをご確認ください。 

 

(1) 動作要件（ファイアウォール設定） 

①接続許可サイト 

貴社のネットワーク上でファイアウォール機器等が動作している場合、以下の通信宛先および 

ポートへの通信を許可する設定をしてください。 

アドレス 内容 ポート 

1 https://famanager.tkc.co.jp メインサイト 443 

2 https://www.prft.tkc.co.jp オンラインＱ＆Ａ 443 

3 https://cts.tkc.co.jp/ ＴＫＣからのお知らせ 443 

 

②通信許可すべきプログラム 

ご利用のパソコンでファイアウォールソフトが動作している場合は、以下のプログラム（ファイ

ル）からの通信を許可する設定をしてください。 

プログラム名 種別 フォルダ 

1 FAXXMain.exe システム本体 C:\Program Files (x86)\TKC\FAXX\202507 

2 TKCAppStart.exe 

TKCAppLoader.exe 

システムの 

ダウンロード 

C:\Program Files (x86)\TKC\FAXXSTK\URIS 

※フォルダの「202507」は、システム版数です。 

※通信許可の設定をフォルダ単位に行う場合は「C:\Program Files (x86)\TKC」を指定してくだ

さい。 

※通信許可の設定をプログラムファイル単位に行う場合には、上記のフォルダのプログラム名ご

とに指定してください。なお、「システム版数」ごとに、使用するプログラムファイルが異なり

ます。そのため、「システム版数」ごとに、通信許可の設定が必要です。 

６．固定資産管理システムの削除 

※管理者権限を持つユーザで作業を行ってください。 

(1) 固定資産管理システムを削除する場合は、以下の手順を実行してください。 

①ＯＳが Windows 11 の場合 

Windows の「スタート」－「すべてのアプリ」－「Windows ツール」－「コントロールパネル｣ －

「プログラムのアンインストール」 

②ＯＳが Windows 10 の場合 

Windows の「スタート」－「すべてのアプリ」－「Windows システムツール」－「コントロール

パネル｣ －「プログラムのアンインストール」 

 

(2) 削除するプログラムの選択画面が表示されます。 

「FAManager Deployment Tool」を選択し、「アンインストール」ボタンをクリックしてください。 

 

(3)「FAManager Deployment Tool」をアンインストールしますか？の画面で「はい」を選択するとアン

https://famanager.tkc.co.jp
https://www.prft.tkc.co.jp
https://cts.tkc.co.jp/
https://famanager.tkc.co.jp/
https://www.prft.tkc.co.jp/
https://cts.tkc.co.jp/
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インストールが実行されます。 

 

(4) 以下のフォルダを手動で削除してください。 

①C:\Program Files (x86)\TKC\FAXX 

 ②C:\Program Files (x86)\TKC\FAXXSTK 

 

 

以上 
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